
公表日：　令和 5年　1月　26日 事業所名：ゆらんこ　サービス種類：児童発達支援事業・放課後等デイサービス

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

少しでもｽﾍﾟｰｽを確保する為に、常設や常備されてある物品を
最低限にしている。また、活動中に使用しなくなった机やいす
にを随時、片付けている。また、人数の多さや密になりそうな
時には、もう一つ部屋を使用している。

はい39　どちら３
集団で活動するスペースが少ない

今後も、少しでもスペースの確保に努めながら、環境を整
えていく。また、公共の場などの活用も視野に入れながら、
活動を検討していく。

2 職員の適切な配置
配置基準のみでなく、利用される児童に合わせて、職員を
配置。

はい39　どちら３
・誰かが必ず目に入るような人数だと思います
・何人いるのか、あまり知らない

現状の取り組みを継続する。
各職員の専門性をより高めていく。また、業務改善に努め
ていく。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

現状は、段差にステップ台などを置いたりなど物品を用意した
り、個々に合わせた対人での支援で補っている。また、物の置
き場所や順を待つところに、目印になるものを掲示している。

はい19　どちら19　いいえ４
・玄関前の階段に、手すりなどがあれば良いなと思う

現状の取り組みを継続しながら、室内の手すりなど、取り
付け可能な物を購入して設置に努める。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

通所前、降所後の清掃の徹底。また、日々の打ち合わせや職
員会議にて不備などがあった点について職員間で共有し、改
善をしている。
利用児の作品や季節感を取り入れた壁面、誕生児などの掲示
などを職員が毎月制作し、掲示して児童を迎えている。

はい42

現状の取り組みを継続する。また、物品の不足（利用児に
合わせたサイズや数の確保）も、整備を随時していく。また
自転車で通所している児童もいる為、駐輪場の屋根などの
設置も検討していきたい。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

職員会議や日々の打ち合わせまた振り返り時にて、議論・検
討を重ねている。

現状の取り組みを継続する。また、全職員が参画できる時
間をより確保をしていく。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

第三者委員会は設置しているが、外部評価については、受け
ていない。

法人にて、検討しながら必要に応じて実施する。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

事業所内での新人研修、職員会議内でのミニ研修（疾病や障
がい、発達についてなど）を実施。また、日頃より、職員が子ど
もとの関わりで息詰まっている内容についても触れ、企画して
いる。虐待研修、身体拘束の適正化、感染予防の研修を実
施。また、年１回の法人全体研修を行っている。
外部研修については、今年度はコロナのこともあり、オンライン
開催のみ参加。

現状の取り組みを継続する。その中で、各職員に応じた研
修の充実を、より図る。また、研修時間の確保にも努める。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

定期的に現在の子どもの実態を把握することを目的に担当者
会議を開き、アセスメントを行っていると共に、保護者からの要
望の聞き取りをおこなっている。利用児本人も交えながら、面
談をする機会も取り入れている。

はい42
今後もより具体的に分析をし、保護者とも共有しながら作
成にあたる。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

それぞれの利用児の目標に応じて、組み合わせた計画書の作
成をしてきた

はい42 現状の取り組みを継続する。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

目標および具体的な支援内容を記載して作成している。
はい42
・子どもの性格をよく知ってもらえた上で、それに合う支援をしてもら
えている

現状の取り組みを継続する。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

サービス担当者会議・職員会議・日々の打ち合わせにて支援
方針や方法を確認し、現場に臨んでいる。

はい41　どちら１ 現状の取り組みを継続する。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

制作などに関しては、職員が活動プログラムの立案を担当し、
企画→検討→試行→検討→実施のサイクルを職員全体で行
い、プログラムを決定している。また、当日の打ち合わせ時に、
必ず確認、意見交換を実施している。

現状の取り組みを継続する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用            　　　　　　　　                 (別添様式２)
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

1日の生活の活動量などの生活状況を保護者と確認しながら、
目標を設定している。また生活リズムも視野に入れながら各利
用児の目標にしていることに合わせてプログラムを立案してい
る。

より利用児に合わせた活動が提供できるように検討してい
く。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

季節の行事の取り入れ、それぞれの児童に今必要な内容を取
り入れた活動、先を見据えた経験ができるような内容、家庭で
はなかなか経験できないことなどを、週間ごとにメインの活動
内容として企画し、行っている。また、家庭でも引き続き取り組
めるような活動も視野に入れて展開している。

はい39　どちら３
・色々なあそびの提供に感謝です
・「なるほどな」と思うことがよくあります。最後には、素敵な作品にな
るので、うれしいです
・作ってくる作品がいつもかわいいので、楽しみになる。根気強く
作っている様子が感じられます。お店屋さん等の体験は、役立って
いると思うので、今後もお願いしたいです

さまざまな視点を持ちながら、活動内容を提案していけるよ
うに取り組んでいく。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

受け入れ前に、必ず打ち合わせを実施。その際、利用児につ
いての情報共有や前回利用時の様子を振り返り、当日の支援
について出勤職員に伝達、確認を行っている。

現状の取り組みを継続する。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

支援終了後の記録記載時に可能な職員間で行っている。勤務
時間上、難しい職員もいる為、次の日の打ち合わせ時に振り
返りや申し送りを行うようにしている。不足分においては、職員
会議にて行う。

現状の取り組みは継続していくが、まだまだ時間の不足も
あり、しっかりと確保できるように取り組む。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

個別の記録に日々の様子を記載し、そこから検討していく課題
を抽出している。また、職員間で情報交換をし、記録漏れ防止
と、さまざまな視点からの記録になるよう留意している。

現状の取り組みを継続する。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

定期的なモニタリングを実施。保護者に対しても、モニタリング
を書面にして説明。見直しにつなげている。

現状の取り組みを継続する。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議への参画

基本的には、児童発達支援管理責任者が出席している。必要
に応じて、担当職員も同席している。

現状の取り組みを継続する。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

現在は、利用している方がいない。 なし。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

現在は、利用している方がいない。 なし。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

保護者や相談支援員に連絡調整や必要性を伝え、サービス
担当者会議を開催。在園時の様子や入園、入学に向けての情
報交換を行っている。

保護者、相談支援員を軸に、より連携していけるようにして
いく。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供

現在、小学校6年生までの受け入れのみであり、障害福祉
サービス事業所への移行がない。小学校卒業時には、新たな
事業所への引継ぎなどを行っている。

現状の取り組みを継続する。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

研修の情報がある際は、随時参加を検討している。 専門機関での研修を受ける機会を増やしていきたい。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

7

児童等発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等デ
イサービスの場合の放課後児童クラブや児
童館との交流など、障害のない子どもと活動
する機会の提供

新型コロナ感染拡大もあった為、実施できていない

はい７　どちら26　いいえ９
・児童発達支援の時は、児童館とかに行っていたが、放課後デイに
なってからは、子どもから特に聞いていないのでわからない
・問の意味がよく分からないし、必要ないと思う
・コロナ渦で活動が制限されてるので、仕方がないと思います

コロナの感染状況を踏まえながらではあるが、交流する企
画や公共の場の利用を通じて機会も作っていく

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

新型コロナ感染拡大もあった為、実施できていない

公共の場を利用する機会の取り入れや、地域の行事の情
報収集をしながら、地域の方との交流も図っていきたい。ま
た、こちらの行事についても参加して頂くような機会の企画
も検討していく

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

契約時において説明を徹底。また説明の為の紙面を用意。 はい41　どちら１ 現状の取り組みを継続する

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

懇談の機会を取り、説明を行っている。 はい42 現状の取り組みを継続する

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

はい32　どちら９　いいえ１
・いつもアドバイスをくれて助かっています

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

はい42

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

はい41　どちら１
・寄り添った意見をくださるので、安心してお話しができます
・通所時に、たくさん助言を頂いております
・子どものことで相談すると、具体的に例をあげて助言をして下さる
ので、分かりやすいし、勉強になります
・いつも些細なことも聞いて下さって、アドバイスを頂けてとても助
かっています
・いつもすぐに動いてくださり、感謝しております

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

新型コロナ感染拡大もあった為、実施できていない

はい12　どちら20　いいえ10
・おそらくコロナなのでないと思う
・保護者会が開催している時に、まだ出くわしていない
・私は、保護者同士の連携は、子どもの支援レベルがそれぞれの
為、特に図りたいとは思いません

来年度については、保護者研修などを通して、交流する機
会を作っていく。また、定期的な保護者同士でのやり取りが
できる場所、気軽に相談し合える機会などを作っていける
ように検討する。分散で行うなどしていく。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

保護者からの苦情等などがあった場合は、施設全体で周知ま
た対応を検討し、改善していっている。

はい38　どちら４
・今までに特に苦情はありません
・苦情があるのか分からない為、どちらともいえないにしました

現状の取り組みを継続する。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

紙面やホワイトボードなどを利用し、視覚的にわかりすくした
り、筆談やフェイスシールドの使用などで口の動きが見えるよ
うに、また連絡手段もLINEを使用するなどしている。

はい36　どちら６ 現状の取り組みを継続する。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

毎月の活動予定の発行、定期的な通信の発行を行っている。
はい41　どちら１
・毎月の予定表で何をするのか話したりして楽しみにしています
・おたよりは、写真付きでいい感じでした

現状の取り組みを継続する。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

職員への個人情報保護についての認識を徹底。保護者に向
けては、個人情報使用同意書及び写真掲載の同意書を取って
取り扱いに注意している。掲示物などにも、配慮している。また
名前を記載している物品についても扱いを注意している。

はい41　どちら１ 現状の取り組みを継続する。
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児童発達支援では、保護者通所になっており、実際に共に時
間を過ごしながら支援の方法や子育てについての助言や実際
を伝えている。放課後等ﾃﾞｲでは、連絡帳や電話相談及び面
談の機会を取るなどして徹底や支援を行っている。

より充実した保護者への支援ができるように研修の機会や
職員とのやり取りの確保、また情報提供を行っていく。
上記のことを、職員と共有もしっかりとしていく。



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

法人でのマニュアル策定に参画し、感染症対応マニュアルを
策定。職員会議にて全職員に周知及び、事業所のみでの対応
についても検討した。他のマニュアルについても同様に策定し
ていく。

はい38　どちら４
職員間だけでなく、保護者へより周知していく為の方法に
ついて、検討し実施していく。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

火事、地震などの非常事態、災害に対しての、さまざまな形態
での避難訓練を行ってきた。

はい35　どちら７
・避難訓練に、まだ参加したことがありません

さまざまな場合を想定した訓練を計画、実施していく。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

日々の支援の中での振り返りを行う。必要であれば、個々の
職員に応じて振り返りをしている。事業所内においても研修実
施。法人全体においては、人権擁護や虐待研修を行う。また、
外部研修がある時には、参加してもらうようにしている。

現状の取り組みを継続する。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明し、了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

法人で身体拘束禁止に関する施設内取り決め事項を決定。ま
た、やむを得ない場合がある時は、保護者と懇談での了解を
取り、支援計画に記載。

支援方法の検討もしながら、今後も取り組んでいく。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

アレルギーの調査書を保護者に年度初めに記載してもらい、
必要であれば診断書を添付してもらう。また、保護者を通じて、
医師に確認してもらうことや施設での活動を事前に説明し、活
動の許可を取っている。

現状の取り組みを継続する。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

引継ぎノートに各職員が、日々気が付いたことを記載し、出勤
時に確認。また、事例ファイルを作成。毎回の職員会議で、議
題に必ずヒヤリハットを実施。全職員で検討し、改善を図って
いる。年度初めには、昨年度に出たヒヤリハットを全職員で確
認している。

現状の取り組みを継続する。
職員間で、より共通した意識を持てるよう、取り組む。

1 子どもは、通所を楽しみにしているか

はい37　どちら５
・とても楽しみにしています
・いつも笑顔で、楽しく通所できています
・その日の気分にもよりますが、先生方に会えるのを楽しみにしてい
ます
・注意されたりした時は、落ち込んで行きたくないと言っていることも
ありますが、先生たちが好きで楽しみみたいです

現状の取り組みを継続する。
コロナの感染状況を踏まえ、さまざまなプログラムを考えて
いく

2 事業所の支援に満足しているか

はい42
・子どもだけでなく、親の悩み事にも丁寧にアドバイスして頂き、とて
も満足しています
・毎回、支援ありがとうございます

現状の取り組みを継続する。
コロナの感染状況を踏まえ、さまざまなプログラムを考えて
いく

その他
・いつもお世話になり、ありがとうございます。いつも色々と体験させて頂き、親子共々楽しんでいます
・コロナが落ち着いたら、保護者が集まれる会を実施して欲しいです
・今年は、子どもの様子を見れる機会が増えたらいいのになと思います。マスクなしの写真も撮れるようになればいいなと願っています

非
常
時
等
の
対
応

子どもたちの生活の中で、知らないことにもたくさん挑戦してい
る（物事の経験だけでなく、気持ちの折り合いなどの経験も）そ
の中で、＝楽しみということばかりではないだろうが、生活する
力につながるように展開している。


